
■最高の遺言・WILL■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 275 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：人探し 

 

実は今、人探しをしているんですが、なかなか見つかりません。 

ほとんどの皆さんには関係の無いことではありますが、 

皆さんに助けを求めたいという意味で、あえてお伝えすることにしました。 

 

松蔭中学校・高等学校（しょういん ちゅうがっこう・こうとうがっこう）は、東京都世田谷区北沢一丁目に所在

し、中高一貫教育を提供する私立中学校・高等学校です。 

僕は今、この学校に「ご一緒にインターナショナルスクール事業をやりませんか？」と提案したいと思っていて、

理事長さんや校長先生もしくは学校の関係者をご存知の方を探しています。 

もちろん、卒業生やそのご父兄でも構いません。 

どなたかご存じないでしょうか。 

 

以前僕が、ユナイテッドスクールオブ東京というインターナショナルスクールの顧問を引き受けたことをお伝え

しましたが、松陰学園は、まさにこの学校のご近所です。 

いま日本の学校は、いずこも少子化の影響を受けて生徒募集に苦労していますが、それだけでなく教育の IT 化

によって学校そのものの存在価値に変化が起きています。 

それに加えて、今回のコロナ禍によって登校自粛やリモート授業が推進され、学校というシステムの変質が加速

されています。 

 

ところが一方で、日本社会の国際化はいやおうなしに進むため、インターナショナルスクールの必要性は高まる

ばかりです。 

単身赴任が一般的な日本人と違い、外国の方たちにとって赴任先での家族の生活や子供の教育の環境確保は必須



条件です。 

僕がインターナショナルスクールに関わるようになったのは、まさにそれが地域社会に欠かせない機能になると

思うからです。 

日本の学校とインターナショナルスクールがすぐに融合できなくても、連携し合う道を模索したいと強く願いま

す。 

 

そんなわけで、皆さんにお願いです。 

松陰学園に関わりのある方を、是非ともご紹介ください。 

蛇足ですが、この呼びかけでもご縁が無ければ、松陰学園に飛び込み訪問の予定です。 

ではでは！ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：最高の遺言・WILL 

 

遺言は、本人が自分で書けば「自筆証書遺言」という正式な遺言書になるのだが、自宅で保管されることが多い

ため、下記の問題が付きまとう。 

・ 遺言書が紛失・亡失するおそれがある。 

・ 相続人により遺言書の廃棄，隠匿，改ざんが行われるおそれがある。 

・ これらの問題により相続をめぐる紛争が生じるおそれがある。 

これらを防ぐには、公証役場を介して公正証書や秘密証書を作成すればよいのだが、手続きが煩雑な上に費用も

かさむため、遺言書の作成が平易に行われなかった。 

だがいよいよ、7 月 10 日から「法務局における自筆証書遺言書保管制度」がスタートした。 

これは、自筆で作成した遺言書を法務局が安価（遺言書の保管の申請は、一件につき３９００円、遺言書の閲覧、

証明書の交付請求なども 2 千円以内）、かつ無期限で預かってくれる。 

・ 

こうした施策で政府が遺言の促進を図るのは、遺言不在の相続による弊害を防止するためだ。 

そもそも「遺言制度」とは、「遺言自由の原則」に基づいており、遺言の制度を認めることによって、人は遺言に

より、生前だけでなく、その死後にも自己の財産を自由に処分できることになる。 

つまり「遺言」とは、所有物の使用や処分に関する所有者の意思表示であり、土地の放置や所有者不明土地など

の問題は、遺言の不在とその放置に起因する。 

だからこそ、個人がより手軽に遺言書を作成できるよう、政府が遺言書の保管業務に乗り出したわけだ。 

「起業」にこだわる僕にとって、この問題は放置できない。 

そこで今日は、Wikipedia を参照しながら遺言制度について確認し、僕らが描くべき「ビジョン＝遺言」につい

て考えたい 

・ 

遺言の法的性質は次の 4 つ 

１．要式行為･･･遺言は民法に定める方式に従わなければすることができない要式行為（一定の方式によること

を必要とする行為）であり、方式に違反する遺言は無効となる（960 条）。 

２．単独行為･･･遺言は相手方のない単独行為である。 

３．死因行為（死後行為）･･･遺言は遺言者の死亡後に効力が生じる法律行為である（985 条）。 

４．代理に親しまない行為･･･遺言はあくまで本人が行うもの。 



・ 

遺言能力に関する規定 

１．満 15 歳以上の者は遺言をすることができる（961 条）。 

２．遺言は本人の最終意思を確認するものであり、また、代理に親しまない行為であるから、未成年者・成年被

後見人・被保佐人・被補助人が遺言をする場合であっても、その保護者は同意権や取消権を行使することができ

ない（962 条）。 

３．ただし、成年被後見人については、医師 2 人以上の立ち会いの下で正常な判断力回復が確認された場合にの

み遺言をすることができる（973 条）。 

・ 

遺言で指定できる事項 

１．遺言の最も重要な機能は、遺産の処分について、被相続人の意思を反映させることにある。 

２．被相続人の意思である遺言を尊重するため、相続規定には任意規定が多く（ただし遺留分規定等強行規定も

少なくない）、遺言がない場合は、民法の規定に従って相続が行われる（これを法定相続という）。 

３．これに対し、遺言を作成しておくと、遺産の全体または個々の遺産を誰が受け継ぐかについて自らの意思を

反映させることができる。 

４．遺贈の方法により、相続人以外の者に遺産を与えることも可能である。 

・ 

民法上の遺言事項は、それぞれ規定のある条名とともに示すと以下のとおり。 

・相続人の廃除と廃除取消（893 条・894 条） 

・相続分の指定および指定の委託（902 条） 

・遺産分割方法の指定および指定の委託、遺産分割禁止（5 年を限度とする）（908 条） 

・遺贈（964 条） 

・子の認知（第 781 条第 2 項） 

・未成年後見人・未成年後見監督人の指定（839 条・848 条） 

・祭祀主宰者の指定（897 条 1 項） 

・特別受益の持戻しの免除（903 条 3 項） 

・相続人間の担保責任の定め（914 条） 

・遺言執行者の指定および指定の委託等（1006 条・第 1016 条～1018 条） 

・遺贈の減殺の方法（1034 条） 

・遺言の撤回は遺言の方式のみによって可能である（1022 条）。 

相続に関連する民法以外の規定 

・一般財団法人の設立（一般社団・財団法人法第 152 条 2 項） 

・信託の設定（信託法第 3 条 2 号） 

・生命保険の保険金受取人の変更（保険法 44 条 1 項） 

・ 

以上、遺言に関する法規定について長々と説明したが、今日の本題はこれに従うことではない。 

法律で定めることはあくまで最低限の事項であり、僕たちが目指すのは最高の遺言だ。 

そもそも「遺言」とは、英語で「WILL」と言い、未来への意思表示をすることだ。 

だから、上記に定めること以外のことも、自由に盛り込んで良い。 

特に大切なことは、あなたが描く未来の実現をなぜ願うのか＝理由だ。 

理由というスタートがあるから、目的というゴールがある。 

「そのゴールを目指すために、資源や財産を使って欲しい」という願い＝WILL だと思う。 



 

http://nanoni.co.jp/20200802/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い 

ぼちぼち面談を再開しますが、もちろんリモート面談も歓迎です。 

凡例 ■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

   ★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

   △同席不可：予定の前後は面談可能です。 

   ▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）08/03 ■◎作業日 10-19 時（自宅） 

 13-14 時 ■紙敷 PJT（リモート） 

 20-22 時 ■地域起業の始め方③（リモート） 

（火）08/04 ■◎作業日 10-21 時（自宅） 

（水）08/05 ■◎作業日 10-21 時（自宅） 

（木）08/06 ■◎作業日 10-15 時（自宅） 

   16-17 時 ▲まちむら機構（神田） 

（金）08/07 ■◎作業日 10-19 時（自宅） 

 19-21 時 ■LRA 実行委員会④（リモート） 

（土）08/08 ■〇作業日 09-17 時（笑恵館） 

 10-17 時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

（日）08/09 ■◎休業日 17-21 時（自宅） 

 

■その後の予定 

08/10 20-22 時 ■地域起業の始め方④（リモート） 

08/13 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

08/13 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

08/14 19-21 時 ■カプラー起業交流会（三茶） 

08/15 10-12 時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

08/20 10-20 時 ★なるほどデイ・完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

08/22 10-17 時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

08/23 10-14 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ８月例会（飯能） 

08/03 20-22 時 ■地域起業の始め方 2_1（リモート） 

08/29 10-17 時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 



http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


